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越後のそば打ち、栗駒遠征大成功 
3 月 29 日に開催される川口町和南津のくりこま応援の会でのそば振る舞

いの応援を主目的として栗駒にいってきました。28 日、本日より高速道

路料金 1000 円！ということで渋滞を覚悟していましたが、車の量は多か

ったものの、渋滞することもなくスムーズに栗駒に到着。栗駒では、雪

が軽く舞っていました。 

3 時から伝創館での「第 1 回地域復興交流会」に参加しました。新潟の

参加者からの中越地震の復興の経過報告がありました。その中に和南津の丸山さんの報告もありました。栃木

に世話になった…という話が多く(苦笑) 交流会には、川口町の産業振興課の方も参加していただきました。

今回の災地である栗原市の対応とは違う…あまりにも行政の姿勢が違いすぎる！と憤りや落胆のために気が

… 中越地震は、町全体が被災したことで、行政が動かなくてはならない状況であったから。今回の栗駒は、

ほんの一部分の被災だったので、被災者の視点が少ないよう

です。これからの栗原市に期待したいものです。 

交流会も終盤にさしかかる頃に川口組の第 2 陣が到着し合流。

交流会後、場所を応援の会に移動して懇親会。会場には、40

～50 名が集まりました。耕英のお母さん方の手料理と会場内

で鉄板焼きした大量のお肉を肴に宴は盛り上がりました。 

新潟人も宮城人も垣根なく親睦が深まった一夜でした。用意

されたお酒の量も半端なかったけれど、、、なくなりました。 

翌日、朝から昨夜の片付

けに追われ… 9 時過ぎ

になりに各所に宿泊の皆さんが戻りました。でも皆さん寝むそう・・・

新潟から持参したそば打ち道具一式を組立、そば打ち体験開始。地域の

子供たちや耕英のお母さんやお父さんが体験に参加。 

昨夜に引き続き、会場は賑やかになりました。自分で打ったそばを早速

茹でて食す。かったり、太かったりするそばだが、やはり自分で打った

そばは旨い！新潟から用意したそばも応援の会で打ったそばも合わせる

と 80食をすべて平らげました。 

片付けを済ませ、3時にはくりこまを出発。栃木に入り渋滞のマークが。。。

西那須野ＩＣで降りて矢野さんのナビで 7 時半に宇都宮に戻ってきまし

た。 

 



木沢の棚田で杉の葉拾い 
新潟県川口町木沢での棚田オーナー制度に参加してきました。ここは、

中越地震の時に山が崩れたため、稲作ができなかった場所で、去年から

道路と田んぼの整備ができてきたため、やっと稲作ができるようになっ

たところです。まだ崩落したままで手つかずの田んぼもたくさん見られます。今年で 2 年目を迎え、オーナー

さんも増えました。オールとちぎは団体で申込みをして、毎回参加者を募っています。今回はオールとちぎよ

り 3 名と、大学生 3名の 6 名が参加しました。 

今年も第一回目は、杉の葉拾いと、苗床の準備でした。杉の葉は枯れても肥料にならないため、田んぼにある

のを焼いて灰にします。前日まで降っていた雨のため湿っているものが多くなかなか燃えませんでした。お昼

は棚田で山菜天ぷらと持参の

お弁当を食べました。山菜は棚

田の周りにたくさんあるので、

取れたてを食べました。わらび、

ぜんまい、なんとかの蔓など地

元のおばちゃんが目の前で天

ぷらにしてくれて、揚げたてを

おいしくいただきました。 

午後からは、杉の葉拾い組と苗床作り組にわかれて作業しました。苗床

は棚田につくります。昔は田んぼにつくったようですが、農家のせがれの

私もこの体験は初めてでした。工程を簡単に 

①シャベルで耕す。 

②水を入れて、30分ほど待って、また耕す。 

③周りに水量を調節する溝をつくる。 

④細かく耕す道具を使い耕しながら平らにして苗床を作っていく（どなた

か道具の名前わかりますか？） 

⑤表面が硬くなってきたら(本当は 1日寝かすのが良いらしい）種をまく。 

今では機械でちょちょいのちょいですが、こうやってすべて手作業でやる

と腰が痛い痛い・・・。昔の農家の人はすごいな～と思いました。時間の

都合で半面だけ種をまき、のこりは翌日まくことにしました。田植えをす

るのは、5月 16 日の予定です。 

この景色が最高なんです！春

夏秋冬カメラマンがたくさん

やってくるポイントだとか。真

ん中の木のあたりにちょうど

夕日が見られるとのこと。皆さ

んも一度見に来てください。 
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